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令和２年 第３回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和２年３月２７日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和２年第３回栗原市

農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第  ３  事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ７ 報告第 ４号 令和２年度栗原市農業作業標準賃金について 

日程第 ８ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１１ 議案第 ４号 農用地利用集積計画について 

日程第１２ 議案第 ５号 農用地利用配分計画について 

日程第１３ 議案第 ６号 非農地証明願について 

日程第１４ 議案第 ７号 令和２年度栗原市農業委員会事業計画について 

日程第１５ 議案第 ８号 栗原農業振興地域整備計画の見直しについて 

 

１ 出席委員 （２３名） 

１番 三 浦  正 勝 委員、  ２番 大 黒  昭 夫 委員、 

３番 阿 部  一 信 委員、  ４番 吉 田  優 俊 委員、 

５番 岩 淵  敬 一 委員、  ６番 佐 竹  きみ子 委員、 

７番 狩 野  善 典 委員、  ８番 大 場  裕 之 委員、 

９番 曽 根  金 雄 委員、 １０番 千 葉  優 子 委員、 

１１番 鈴 木  春 江 委員、 １２番 尾 形  陽一郎 委員、  

１３番 及 川  正 一 委員、 １４番 多 田  仁 一 委員、 

１５番 佐々木  吉 司 委員、 １７番 岩 渕    弘 委員、 

１８番 佐々木    弘 委員、 １９番 佐 藤    勝 委員、  

２０番 狩 野  和 義 委員、 ２１番 秋 山  憲 義 委員、 

２２番 米 山  嘉 彦 委員、 ２３番 黒 澤  光 啓 会長職務代理者 

２４番 鈴 木  康 則 会長 

 

２ 欠席委員 （１名） 

  １６番 菅 原  英 俊 委員  
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３ 議事に参与した者 

   事務局長        小野寺  昭 仁 

   事務局長補佐      阿 部  泰 憲 

   農地農政係 主幹兼係長 藤    広 実    

農地農政係 主 査   千 葉  美 香 

   農地農政係 主 事   千 葉  和 哉 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

 

議長 

ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

只今から、令和２年 第３回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

 

議長 

ただいまの出席委員は、２２名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

 

議長 

 欠席・遅刻の通告があります。 

 議席番号１６番 菅原 英俊 委員から、所要のため欠席する旨の、 

議席番号 ５番 岩淵 敬一 委員から、所要のため遅刻する旨の通告があります。 

  

 

議長 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

なお、議案説明等のため、事務局長ほか関係職員を出席させております。 

 

 

議長 

日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、議席番号 ２番 大黒 昭夫 委員、 

議席番号 ４番 吉田 優俊 委員の両名を指名いたします。 
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議長 

日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りいたします。 

本総会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

―［異議なし］― 

 

議長 

ご異議なしと認めます。 

よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 

 

議長 

日程第３、事務報告を行います。 

事務局から報告いたします。 

 

事務局長補佐 

議案資料に基づき、令和２年２月２７日から令和２年３月２７日までに実施した事務

事業等の報告並びに令和２年３月３１日から令和２年４月２７日までに予定している事

務事業等について説明。 

 

議長 

これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

 

議長 

 日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、を報告します。 

 第２区の番号１番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第２区の番号１番は、金成地区の田１５筆 １３，５２８㎡を、切土及び盛土により区

画整理を実施し、現在１５筆からなるほ場を２筆に整備し、整備後も水稲を作付けする旨

の１案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る３月２３日、議席番号１８番 佐々木 弘 委員、農地利用最適化推進委員

の 小野 大介 委員及び 阿部 正一 委員が現地確認調査を行っておりますので、そ
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の結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１８番 佐々木 弘 委員から報告願います。 

 

１８番 佐々木 弘 委員 

 報告第１号 農地の現状変更届について、去る３月２３日に現地を確認してまいりまし

た。 

 申請地は、もう既に、１５筆の田んぼがきれいな２筆の田んぼになっており、農作業の

作業効率も上がるものと確認してまいりましたので、報告いたします。 

 

議長 

 これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 

 

 

議長 

 日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告しま

す。 

第１区の番号１番から８番までの８案件、第２区の番号９番から２９番までの２１案

件、第３区の番号３０番から３２番までの３案件、併せて３２案件について、事務局から

報告いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、高清水地区の田２筆 ９，３９８㎡、双方合意による基盤法の

賃貸借権設定解約の１案件、 

番号２番は、一迫地区の畑２筆 ６４０㎡、 

番号３番は、一迫地区の畑２筆 １，３３３㎡、いずれも、双方合意による農地法第３

条の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号４番は、一迫地区の畑１筆 ４２６㎡、売買のためによる農地法第３条の賃貸借

権設定解約の１案件、 

番号５番は、一迫地区の田２筆 ６，３８７㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸借

権設定解約の１案件、 

番号６番は、一迫地区の田７筆 ７，４１０㎡、 

番号７番は、一迫地区の田２筆 ２，６２８㎡、いずれも、双方合意による基盤法の

賃貸借権設定解約の２案件、 

番号８番は、一迫地区の田１筆 ７，６３７㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権設

定解約の１案件、 

第２区の番号９番は、若柳地区の畑１筆 ８２４㎡、双方合意による農地法第３条の賃

貸借権設定解約の１案件、 
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番号１０番は、若柳地区の田５筆 ３，１３４㎡、売買のためによる農地法第３条の賃

貸借権設定解約の１案件、 

番号１１番は、若柳地区の田１２筆 ４，５２０㎡、 

番号１２番は、若柳地区の田９筆 ５，６７４㎡、 

番号１３番は、若柳地区及び志波姫地区の田５筆 ３，７５１㎡、畑３筆 ２，７６

３㎡、合計 ６，５１４㎡、 

番号１４番は、若柳地区の田２筆 ４，６８６㎡、いずれも、双方合意による基盤法

の賃貸借権設定解約の４案件、 

番号１５番は、金成地区の畑１筆 ７１４㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸借権

設定解約の１案件、 

番号１６番は、金成地区の田１筆 １，０３４㎡、新たな賃貸借権設定のためによる

農地法第３条の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１７番は、金成地区の田１筆 ６，６６８㎡、売買のためによる農地法第３条の

賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１８番は、金成地区の田１筆 １，０００㎡、 

番号１９番は、金成地区の田１０筆 ２１，９１１㎡、いずれも、双方合意による基盤

法の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号２０番は、金成地区の田１筆 １１２㎡、 

番号２１番は、金成地区の田３筆 ３，３７８㎡、いずれも、贈与のためによる基盤法

の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号２２番及び２３番は関連で、金成地区の田５筆 ４，４６３㎡、売買のためによる

農地利用集積円滑化事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号２４番は、志波姫地区の田１筆 ６４１㎡、双方合意による農地法第３条の賃貸

借権設定解約の１案件、 

番号２５番は、志波姫地区の田１筆 ６４６㎡、交換のためによる農地法第３条の賃

貸借権設定解約の１案件、 

番号２６番は、志波姫地区の田４筆 ５，４２４㎡、 

番号２７番は、志波姫地区の田５筆 ５，９６２㎡、いずれも、双方合意による基盤法

の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号２８番及び２９番は関連で、志波姫地区の田１筆 ９，９３１㎡のうち３８０㎡、

公共事業に係る用地買収のためによる農地中間管理事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

第３区の番号３０番は、栗駒地区の田８筆 ２１，７７３㎡、双方合意による基盤法の

賃貸借権設定解約の１案件、 

番号３１番は、栗駒地区の田１筆 ８１３㎡、売買のためによる基盤法の賃貸借権設定

解約の１案件、 

番号３２番は、鶯沢地区の田２０筆 ２１，３６３㎡、売買のためによる基盤法の賃貸

借権設定解約の１案件、 
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以上、３２案件を説明報告。 

 

議長 

これで、日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、報

告を終わります。 

 

 

議長 

日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、を報告します。 

第１区の番号１番の１案件、第２区の番号２番から６番までの５案件、第３区の番号７

番及び８番の２案件、併せて８案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

第 1区の番号 1番は、瀬峰地区の田１筆 １，７８５㎡、贈与のためによる基盤法の使

用貸借権設定解約の１案件、 

第２区の番号２番は、若柳地区の田２３筆 ３１，４９７㎡、 

番号３番は、若柳地区の田２筆 ９，９９９㎡、いずれも、新たな賃貸借権設定のた

めによる農地法第３条の使用貸借権設定解約の２案件、 

番号４番は、金成地区の田９筆 １９，６８８㎡、新たな賃貸借権設定のためによる

農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件、 

番号５番は、志波姫地区の田５筆 ４，６１３㎡、新たな賃貸借権設定のためによる

農地法第３条の使用貸借権設定解約の１案件、 

番号６番は、志波姫地区の田１筆 ２１４㎡、贈与のためによる基盤法の使用貸借権設

定解約の１案件、 

第３区の番号７番は、栗駒地区の田１３筆 １３，８８５㎡、 

番号８番は、栗駒地区の田１筆 ４，０９０㎡、いずれも、新たな賃貸借権設定のた

めによる農地法第３条の使用貸借権設定解約の２案件、 

以上、８案件を説明報告。  

 

議長 

これで、日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

 

議長（会長） 

日程第７、報告第４号 令和２年度栗原市農作業標準賃金について、を報告します。 

初めに、栗原市農作業標準賃金内部検討委員会 委員長であります 議席番号１８番 

佐々木 弘 委員から報告をいただきます。 
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１８番 佐々木 弘 委員 

内部検討委員会については、第１１回総会で選出された農業委員１０人と会長の１１人

で構成され、第１回内部検討委員会で、委員長に私が、副委員長に岩渕敬一委員が選任さ

れ、基本的事項や内容等の検討を行いました。さらに、第２回内部検討委員会で素案につ

いて協議を行い、内部検討委員会の案を作成しました。内容については、前年度と同様の

考え方で、一部の作業賃金で１０月からの消費税値上げにより、１０円から２００円値上

げしたほか、トラクターの排ガス規制などの影響については、今後も検討することといた

しました。また、要望の多かった畦畔草刈については、新たに１時間あたりの標準賃金を

追加したところであります。 

この案について、各地区の受託者や委託者で構成する検討委員会で審議していただき、

委員からは、脱穀のハーベスタなどの必要ない項目も入っているのではないか等、意見や

要望がありましたが、今後検討していくということで、内部検討委員会の案で決定してお

ります。 

以上、報告を終わります。再開 

 

議長（会長） 

 次に、内容について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

内容については、佐々木委員長から報告があったとおりでありますが、乾燥調整などで

１０円、苗代で２０円、耕起、田植え、稲刈りなどで１００円から２００円の値上がりと

なっております。この令和２年度栗原市農作業標準賃金表については、４月１日発行の農

業委員会だよりや市のホームページで公表することとしております。 

以上であります。 

 

議長（会長） 

 これで、日程第７、報告第４号 令和２年度栗原市農作業標準賃金について、報告を終

わります。 

 

 

議長 

日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 

初めに、第１区の番号１番から２６番までの２６案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田９筆 ５，１６２㎡、相手方の要望による所有権

移転売買の１案件、 

番号２番及び３番は、譲受人が同一人となる市外取得者の案件で、 

番号２番は、築館地区の田３筆 ２，６７６㎡、親からの経営継承による所有権移転

贈与の１案件、 

番号３番は、築館地区の田４筆 ８，０９８㎡、畑３筆 ６５４㎡、合計 ８，７５

２㎡、妻からの経営合理化による所有権移転贈与の１案件、 

番号４番は、築館地区の田１筆 ６４２㎡、経営の合理化による所有権移転交換の１

案件、 

番号５番は、築館地区の田３筆 ２，９１９㎡、 

番号６番は、築館地区の田５筆 １１，４７７㎡、 

番号７番は、築館地区の田２筆 ３，４９２㎡、いずれも、相手方の要望による賃貸借

権設定の３案件、 

番号８番は、高清水地区の田２筆 ６，４４２㎡、畑１筆 １，６３５㎡、合計 ８，

０７７㎡、経営規模拡大による所有権移転売買の１案件、 

番号９番は、高清水地区の田１筆 ３８３㎡、経営の合理化による所有権移転売買の

１案件、 

番号１０番は、高清水地区の田３２筆 ４５，１６２㎡、畑 ８筆 ２０，９０７

㎡、合計 ６２，４５８㎡、親からの経営継承による所有権移転贈与の１案件、 

番号１１番は、一迫地区の畑１筆 ４２６㎡、経営規模拡大による所有権移転売買の１

案件、 

番号１２番は、一迫地区の田１筆 ７，６３７㎡、 

番号１３番は、一迫地区の田２筆 １，０３０㎡、 

番号１４番は、一迫地区の田１２筆 １２，０８４㎡、 

番号１５番は、一迫地区の田１筆 ２２６㎡、 

番号１６番は、一迫地区の田１筆 ４２３㎡、 

番号１７番は、一迫地区の田２筆 １，２１１㎡、 

番号１８番は、一迫地区の田１筆 ２０１㎡、 

番号１９番は、一迫地区の田１筆 １，０７３㎡、いずれも、相手方の要望による所有

権移転売買の８案件、 

番号２０番は、一迫地区の田１筆 ５４０㎡、 

番号２１番は、一迫地区の田１筆 ７９４㎡、いずれも、相手方の要望による所有権移

転贈与の２案件、 

番号２２番は、一迫地区の田４筆 ４，２１８㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の

１案件、 

番号２３番は、瀬峰地区の田２筆 ２，０４４㎡、市外取得者案件で相手方の要望によ
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る所有権移転売買の１案件、 

番号２４番は、瀬峰地区の田２筆 ２，２０１㎡、相手方の要望による所有権移転贈与

の１案件、 

番号２５番は、瀬峰地区の田４筆 １，３０３㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の

１案件、 

番号２６番は、瀬峰地区の田２８筆 ２５，２７１㎡、畑９筆 ４，２４４㎡、合計 

２９，５１５㎡、子へ経営を引き継ぐためによる使用貸借権設定の１案件、 

以上、２６案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

次に、去る３月１９日、議席番号２０番 狩野 和義 委員、農地利用最適化推進委員

の 鈴木 孝夫 委員及び 佐々木 栄夫 委員が現地確認調査を行っておりますので、

その結果の報告をお願いします。 

それでは、佐々木 栄夫 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 栄夫 推進委員 

議案第１号について、去る３月１９日に書類審査及び現地確認を行いました。 

１番から２６番までの詳細については、事務局から説明があったとおりであり、労力不

足等による売買や賃貸借、経営の合理化により交換、農業経営の継承による贈与等となっ

ており、現地も確認しますと、許可にあたっては、特に問題はないものと判断して参りま

した。 

以上、ご審議の程よろしくお願いします。  

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号２７番から５１番までの２５案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号２７番は、若柳地区の田５筆 ３，１３４㎡、経営規模拡大による所有権
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移転売買の１案件、 

番号２８番は、若柳地区の田５筆 １，０１２㎡、 

番号２９番は、若柳地区の田２筆 ３，０９０㎡、 

番号３０番は、若柳地区の田２筆 ２，４６６㎡、畑 ２筆 ７３９㎡、合計 ３，２

０５㎡、いずれも、相手方の要望による所有権移転売買の３案件、 

番号３１番は、若柳地区の田４０筆 ３９，５６２㎡、畑４筆 ３，６９７㎡、合計 

４３，２５９㎡、親からの経営継承による所有権移転贈与の１案件、 

番号３２番は、若柳地区の田１筆 １，７９６㎡、 

番号３３番は、若柳地区の田５筆 ４，０８２㎡、いずれも、相手方の要望による賃貸

借権設定の２案件、 

番号３４番は、若柳地区の田１３筆 ８，５８１㎡、経営規模拡大による賃貸借権設定

の１案件、 

番号３５番は、若柳地区の田９筆 １７，５６４㎡、 

番号３６番は、若柳地区の田４筆 ７，８０８㎡、いずれも、相手方の要望による賃貸

借権設定の２案件、 

番号３７番は、金成地区の田１筆 ２９８㎡、 

番号３８番は、金成地区の田１筆 ６，６６８㎡、いずれも、相手方の要望による所有

権移転売買の２案件、 

番号３９番は、金成地区の田５筆 ４，１５１㎡、 

番号４０番は、金成地区の田２０筆 １６，３８２㎡、畑 ３筆 ２，５２３㎡、合

計 １８，９０５㎡、 

番号４１番は、金成地区の田４筆 ４，１５３㎡、 

番号４２番は、金成地区の田１７筆 ３０，４５７㎡、畑 ３筆 ９２１㎡、合計 

３１，３７８㎡、 

番号４３番は、金成地区の田２０筆 ３０，８５１㎡、畑 ５筆 １，０８１㎡、合

計 ３１，９３２㎡、いずれも、親からの経営継承による所有権移転贈与の５案件、 

番号４４番は、金成地区の田５筆 １９，０６４㎡、祖母からの経営継承による所有

権移転贈与の１案件、 

番号４５番は、金成地区の田３筆 ３，３７８㎡、相手方の要望による所有権移転贈

与の１案件、 

番号４６番は、金成地区の田３筆 ９，４９７㎡、 

番号４７番は、金成地区の田１筆 ５９９㎡、いずれも、相手方の要望による賃貸借権

設定の２案件、 

番号４８番は、金成地区の畑 １筆 １，４５９㎡、子へ経営継承するためによる使

用貸借権設定の１案件、 

番号４９番は、志波姫地区の田１筆 ５，９１９㎡、経営規模拡大による所有権移転

売買の１案件 



 11 

番号５０番は、若柳地区及び志波姫地区の田１５筆 １２，３４７㎡、畑 ４筆 

３，５６２㎡、合計 １５，９０９㎡、親からの経営継承による所有権移転贈与の１案

件、 

番号５１番は、志波姫地区の田１筆 ６４６㎡、経営の合理化による所有権移転交換

の１案件、 

以上、２５案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、小野 大介 推進委員から報告願います。 

 

小野 大介 推進委員 

去る３月２３日に農地法第３条の許可申請について、書類審査を行い慎重審議いたし

ました。 

慎重審議した結果は、特に問題はないとの判断であります。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いします。  

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号５２番から６２番までの１１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号５２番は、栗駒地区の田１筆 １０７㎡、 

番号５３番は、栗駒地区の田１筆 ８１３㎡、いずれも、耕作利便のためによる所有

権移転売買の２案件、 

番号５４番は、栗駒地区の田７筆 １５，８４７㎡、畑４筆 ２，６２９㎡、合計 １

８，４７６㎡、親からの経営継承による所有権移転贈与の１案件、 

番号５５番は、栗駒地区の田１筆 ７０㎡、経営規模拡大による所有権移転贈与の１案

件、 
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番号５６番は、栗駒地区の田３７筆 ４８，５１３㎡、畑７筆 ５，８０６㎡、合計 

５４，３１９㎡、 

番号５７番は、栗駒地区の田９筆 ８，６７６㎡、畑３筆 １，６９４㎡、合計 １

０，３７０㎡、いずれも、親からの経営継承による所有権移転贈与の２案件、 

番号５８番は、栗駒地区の田１筆 ３，０８４㎡、相手方の要望による賃貸借権設定の

１案件、 

番号５９番は、栗駒地区の田３６筆 ５１，８１７㎡、畑１筆 ７００㎡、合計 ５

２，５１７㎡、子へ経営を引き継ぐためによる使用貸借権設定の１案件、 

番号６０番は、鶯沢地区の田１筆 ３４４㎡、相手方の要望による所有権移転贈与の

１案件、 

番号６１番は、鶯沢地区の田３筆 ２，４３４㎡、 

番号６２番は、鶯沢地区の田１９筆 ２１，９７０㎡、いずれも、相手方の要望によ

る賃貸借権設定の２案件、 

以上、１１案件が許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長 

次に、去る３月２３日、議席番号２１番 秋山 憲義 委員、農地利用最適化推進委員

の 佐藤 東一 委員及び 芳賀 博明 委員が現地確認調査を行っておりますので、そ

の結果の報告をお願いいたします。 

それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

去る３月２３日に鶯沢総合支所で、農地法第３条許可について、書類審査を行いまし

た。 

５２･５３番は相手方の要望による売買、５４･５５･５６・５７・５９・６０番は農業

後継者等への贈与及び使用貸借、５８･６１･６２番は労力不足による賃貸者でありますの

で、ご審議の程、よろしくお願いします。  

  

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 
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それでは、議案第 1号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から

６２番までの６２案件は、原案のとおり許可することに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から６２番までの６２案件は、原案のとおり、許可することに決定いたしました。  

 

 

議長 

日程第９、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 

第２区の番号１番から３番までの３案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号１番は、若柳地区の田１筆 ４８５㎡をその他業務用地として転用し、太

陽光発電設備を設置して自家消費用として使用するものであり、農地区分は、周囲が宅地

等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団で、生産性の低い第２種農地である旨の１案件、 

番号２番は、平成３１年１月１１日付けで、農業振興地域整備計画の農振地域から除外

となった案件で、志波姫地区の田２筆 ２，７４２㎡のうち ５５５㎡をその他業務用地

として転用し、申請者が経営している会社の事業拡大に伴い、既存の資材置場を拡張造成

するものであり、農地区分は、農地の広がりがある第１種農地に該当するが、拡張に係る

部分の敷地面積が既存敷地の２分の１を越えないことから、不許可の例外規定で取り扱う

旨の１案件、 

番号３番は、もう既に太陽光発電設備が設置されており、県の指導により始末書を提出

されている案件で、志波姫地区の田２筆 ２，２２７㎡のうち７６８㎡をその他業務用地

として転用し、太陽光発電設備を設置して売電収入を得るものであり、農地区分は、志波

姫総合支所から５００ｍの範囲内にある、生産性の低い第２種農地である旨の１案件、 

以上、３案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、阿部 正一 推進委員から報告願います。 
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阿部 正一 委員 

農地法第４条について、去る３月２３日に現地確認を行ってまいりました。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、番号１番は、申請人の自宅の

隣にある転作田の転用、番号２番は、経営規模拡大による既存敷地の拡張、番号３番は、

始末書を提出いただいた事後案件、いずれも、許可にあたっては、周囲に与える影響もな

いことから、特に問題はないものと判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

  

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号１番から

３番までの３案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号

１番から３番までの３案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して、宮城県知事に送付いたします。 

 

 

議長 

日程第１０、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題としま

す。 

初めに、第１区の番号１番から３番までの３案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 
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第１区の番号１番は、一迫地区の田２筆 ４０９㎡を所有権移転売買により譲り受け、

住宅用地として転用し、一般個人住宅及び駐車場を建築造成するものであり、農地区分

は、周囲が宅地等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団で、生産性の低い第２種農地である旨

の１案件、 

番号２番は、一迫地区の田１筆 １，７７５㎡を所有権移転売買により譲り受け、業務

用地として転用し、太陽光発電施設を設置して売電収入を得るものであり、農地区分は、

周囲が山林及び宅地等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団で、生産性の低い第２種農地であ

る旨の１案件、 

番号３番は、瀬峰地区の田１筆 １，８８７㎡を賃貸借権設定により借り受け、業務用

地として転用し、太陽光発電施設を設置して売電収入を得るものであり、農地区分は、周

囲が山林及び宅地等に囲まれた１０ｈａ以下の小集団で、生産性の低い第２種農地である

旨の１案件、 

以上、３案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号２０番 狩野 和義 委員から報告願います。 

 

２０番 狩野 和義 委員 

農地法第５条許可申請について、去る３月１９日に現地確認調査を行ってまいりました

ので報告します。 

番号１番は、所有権移転売買により住宅を新築するものであり、現地を見ますと、周り

も宅地化しており、また、申請地も既に測量済みとなっており、許可にあたっては、特に

問題はないものと判断しました。 

番号２番は、所有権移転売買により太陽光発電設備を設置するものであり、申請地は、

数年前から転作田となっており、かやなどが繁茂しておりましたが、畦畔等により境界も

はっきりしておりましたので、許可にあたっては、特に問題はないものと判断しました。 

番号３番は、賃貸借権設定により太陽光発電設備を設置するものであり、ここの申請地

も、数年前から転作田となっており、かやなどが繁茂しておりましたが、畦畔等により境

界もはっきりしておりましたので、許可にあたっては、特に問題はないものと判断しまし

た。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 
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―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号４番及び５番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号４番は、若柳地区の畑２筆 ４０４㎡を所有権移転売買により譲り受け、

住宅用地として転用し、一般個人住宅、住宅への進入路及び駐車場を建築造成するもので

あり、農地区分は、概ね３００ｍ以内に若柳総合支所が存することから、第３種農地に該

当する旨の１案件、 

番号５番は、金成地区の田３筆 ４，７５４㎡のうち７７９㎡を賃貸借権設定により借

り受け、業務用地として一時転用し、鉄塔に送電するためのガントリー基礎工事の現場事

務所及び作業ヤードとして使用するものであり、農地区分は、農業振興地域整備計画の農

用地区域内にある農地に該当するが、一時転用であるので不許可の例外規定で取り扱う旨

の１案件、 

以上、２案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、議席番号１８番 佐々木 弘 委員から報告願います。 

 

１８番 佐々木 弘 委員 

農地法第５条申請について、去る３月２３日に現地確認してまいりました。 

番号４番は、所有権売買により住宅、進入路を建築造成するものであり、現地を見ます

と、南北には住宅が、東西には畑が存在しておりましたが、畑に与える影響もないもとと

判断してきました。 

番号５番は、賃貸借による工事現場の一時転用で、現地は、道路からの段差もあるよう

に見受けられましたが、工事現場から近い申請地でもあり、特に問題ないものと判断して

きました。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。  



 17 

質疑ございませんか。 

―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番から

５番までの５案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番

号１番から５番までの５案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

 

議長 

ここで、午後 ２時４５分まで休憩とします。 

 （休憩 午後 ２時３３分から２時４５分まで） 

 

議長 

それでは、休憩をとき、会議を再開します。（午後 ２時４５分） 

日程第１１、議案第４号、農用地利用集積計画について、を議題とします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案 

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第１区の番号６番及び７番の２案件を審議します。 

議席番号８番 大場 裕之 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時４６分）（ ８番 大場 裕之 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時４６分） 

 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

第１区の番号６番は、築館地区の田５筆 ９，６４２㎡、 

番号７番は、築館地区の田４筆 ４，０２９㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定である

旨の２案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号６番及び７番の２案件

は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号６番及び７番

の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号８

番 大場 裕之 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時４７分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時４８分） 

次に、第１区の番号８番の１案件を審議します。 

議席番号６番 佐竹 きみ子 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 
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議長 

暫時休憩します。（午後 ２時４８分）（ ６番 佐竹 きみ子 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時４８分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号８番は、築館地区の田１筆 ８６０㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１

案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号８番の１案件は、原案を

可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号８番の１案件

は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号６

番 佐竹 きみ子 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時４９分） 
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議長 

会議を再開します。（午後 ２時４９分） 

次に、第２区の番号７４番及び７６番の２案件を審議します。 

議席番号１１番 鈴木 春江 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５０分）（１１番 鈴木 春江 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５０分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号７４番は、若柳地区の田１筆 ２，００３㎡、新規の賃貸借権設定である

旨の１案件、 

番号７６番は、若柳地区の田４筆 ７，６１８㎡、畑１筆 ２８８㎡、合計 ７，９０

６㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７４番及び７６番の２案

件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号７４番及び７

６番の２案件は、原案を可とすることに決しました。 
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なお、その旨、栗原市長に通知します。  

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

１番 鈴木 春江 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５２分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５２分） 

次に、第２区の番号８３番及び８４番の２案件を審議します。 

議席番号３番 阿部 一信 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５３分）（ ３番 阿部 一信 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５３分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号８３番は、金成地区の田２筆 １２，０４８㎡、 

番号８４番は、金成地区の田１筆 １，８００㎡、いずれも、所有権移転売買である旨

の２案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号８３番及び８４番の２案

件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  
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  ―「異議なし」― 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号８３番及び８

４番の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号３

番 阿部 一信 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５４分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５４分） 

次に、第２区の番号８６番の１案件を審議します。 

議席番号１９番 佐藤 勝 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５５分）（１９番 佐藤 勝 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５５分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号８６番は、金成地区の田２６筆 ２１，６８５㎡、新規の賃貸借権設定で

ある旨の１案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 
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議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号８６番の１案件は、原案

を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号８６番の１案

件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

９番 佐藤 勝 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５６分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５６分） 

次に、第３区の番号１６０番及び１６９番の２案件を審議します。 

議席番号１７番 岩渕 弘 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５７分）（１７番 岩渕 弘 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５７分） 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号１６０番は、栗駒地区の田１筆 ３，０４２㎡、新規の賃貸借権設定であ

る旨の１案件、 



 24 

番号１６９番は、栗駒地区の田３筆 ３，４８５㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１

案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１６０番及び１６９番の

２案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１６０番及び

１６９番の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

７番 岩渕 弘 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ２時５８分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ２時５８分） 

次に、第１区の番号１番から５番までの５案件、番号９番から６５番までの５７案

件、併せて６２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 
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第１区の番号１番は、築館地区の田２筆 ５，０１４㎡、所有権移転売買である旨の１

案件、 

番号２番は、築館地区の田３筆 ２，７７１㎡、 

番号３番は、築館地区の田２筆 ４，９９６㎡、 

番号４番は、築館地区の田２筆 ７，２２５㎡、 

番号５番は、築館地区の田３筆 ３，３４０㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定である

旨の４案件、 

番号９番は、高清水地区の田４筆 ５，２６１㎡、新規の賃貸借権設定である旨の１案

件、 

番号１０番は、高清水地区の田１２筆 ４７，６１７㎡、新規及び更新の賃貸借権設定

である旨の１案件、 

番号１１番は、高清水地区の田２筆 ８，８９５㎡、 

番号１２番は、高清水地区の田７筆 １９，１０１㎡、 

番号１３番は、高清水地区の田１１筆 １７，４４４㎡、いずれも、更新の賃貸借権設

定である旨の３案件、 

番号１４番は、一迫地区の田２筆 ３，５８９㎡、畑１筆 ２６㎡、合計 ３，６１５

㎡、所有権移転売買である旨の１案件、 

番号１５番は、一迫地区の田３筆 ５，４５５㎡、 

番号１６番は、一迫地区の田５筆 ５，９６６㎡、 

番号１７番は、一迫地区の田１筆 ２，４２０㎡、 

番号１８番は、一迫地区の田４筆 ７，５５１㎡、 

番号１９番は、一迫地区の田９筆 １５，５７１㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の５案件、 

番号２０番は、一迫地区の田２筆 ２，０４８㎡、 

番号２１番は、一迫地区の田１０筆 １６，９１９㎡、いずれも、新規及び更新の賃貸

借権設定である旨の２案件、 

番号２２番は、一迫地区の田１筆 ５０９㎡、 

番号２３番は、一迫地区の田２筆 ３，３７０㎡、 

番号２４番は、一迫地区の田３筆 ４，３００㎡、 

番号２５番は、一迫地区の田１筆 ２，１８８㎡、 

番号２６番は、一迫地区の田１筆 ２，１７５㎡、 

番号２７番は、一迫地区の田４筆 ４，７３６㎡、 

番号２８番は、一迫地区の田２筆 １，３７４㎡、 

番号２９番は、一迫地区の田２筆 １，３５６㎡、 

番号３０番は、一迫地区の田４筆 ４，７０８㎡、 

番号３１番は、一迫地区の田２筆 ４，６２４㎡、 

番号３２番は、一迫地区の田７筆 ６，１１３㎡、 
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番号３３番は、一迫地区の田８筆 １２，０４７㎡、 

番号３４番は、一迫地区の田９筆 １２，１４６㎡、 

番号３５番は、一迫地区の田８筆 １２，６７８㎡、 

番号３６番は、一迫地区の田２筆 ７，０３８㎡、 

番号３７番は、一迫地区の田１筆 １，６０３㎡、 

番号３８番は、一迫地区の田２筆 ７，８６５㎡、 

番号３９番は、一迫地区の田４３筆 ２２，５８９㎡、 

番号４０番は、一迫地区の田１筆 ８７６㎡、 

番号４１番は、一迫地区の田６筆 １０，７２９㎡、 

番号４２番は、一迫地区の田１筆 ３９４㎡、 

番号４３番は、一迫地区の田２筆 ２，８１９㎡、 

番号４４番は、一迫地区の田３筆 ４，８５３㎡、 

番号４５番は、一迫地区の田２筆 ４，０４９㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の２４案件、 

番号４６番は、瀬峰地区の田２筆 ２，０５７㎡、 

番号４７番は、瀬峰地区の田２筆 ２，３７７㎡、 

番号４８番は、瀬峰地区の田２筆 ４，７１７㎡、いずれも、所有権移転売買である旨

の３案件、 

番号４９番は、瀬峰地区の田４筆 ２，１９９㎡、 

番号５０番は、瀬峰地区の田１筆 ９６７㎡、 

番号５１番は、瀬峰地区の田１筆 ２，９５０㎡、 

番号５２番は、瀬峰地区の田１１筆 ６，４２５㎡、 

番号５３番は、瀬峰地区の田１筆 ４，２５７㎡、 

番号５４番は、瀬峰地区の田１筆 ３，１１８㎡、 

番号５５番は、瀬峰地区の田１筆 １，０７６㎡、 

番号５６番は、瀬峰地区の田４筆 １０，１２７㎡、 

番号５７番は、瀬峰地区の田１筆 １０，３１６㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の９案件、 

番号５８番は、瀬峰地区の田１１筆 ３４，０４５㎡、 

番号５９番は、瀬峰地区の田４筆 ４，９２１㎡、 

番号６０番は、瀬峰地区の田５筆 １４，３５７㎡、 

番号６１番は、瀬峰地区の田４筆 ２，７８１㎡、 

番号６２番は、瀬峰地区の田９筆 ９，５０６㎡、 

番号６３番は、瀬峰地区の田１１筆 １３，６９５㎡ 

番号６４番は、瀬峰地区の田１筆 １，７１８㎡、 

番号６５番は、瀬峰地区の田１筆 ２，５１３㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ 

る旨の８案件、 
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以上、６２案件を説明。 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号６６番から７３番までの８案件、番号７５番の１案件、番号７７番

から８２番までの６案件、番号８５番の１案件、番号８７番から１２６番までの４０案件

併せて５６案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号６６番は、若柳地区の田１筆 ２，０００㎡、所有権移転売買である旨の

１案件、 

番号６７番は、若柳地区の田２筆 ９，９１２㎡、 

番号６８番は、若柳地区の田４筆 １，２９９㎡、 

番号６９番は、若柳地区の田２３筆 ３１，４９７㎡、 

番号７０番は、若柳地区の田８筆 ８，１３４㎡、畑２筆 ５８８㎡、合計 ８，７２

２㎡、 

番号７１番は、若柳地区の田１筆 １，５４７㎡、 

番号７２番は、若柳地区の田２筆 ９，９９９㎡、 

番号７３番は、若柳地区の田５筆 ２，１６４．７２㎡、いずれも、新規の賃貸借権設

定である旨の７案件、 

番号７５番は、若柳地区の田８筆 ６，８７９㎡、新規及び更新の賃貸借権設定である

旨の１案件、 

番号７７番は、若柳地区の田２０筆 １３，９３２㎡、 

番号７８番は、若柳地区の田３１筆 ２６，３７６㎡、畑２筆 １，６４７㎡、合計 

２８，０２３㎡、 

番号７９番は、若柳地区の田１筆 ９５８㎡、 

番号８０番は、若柳地区の田５筆 １，９８２㎡、 

番号８１番は、若柳地区の田１３筆 １１，０２３㎡、 

番号８２番は、若柳地区の田１０筆 １１，３１１㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定

である旨の６案件、 

番号８５番は、金成地区の田４筆 ３，０８０㎡、所有権移転売買である旨の１案件、 

番号８７番は、金成地区の田２筆 ４，７１６㎡、 
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番号８８番は、金成地区の田２筆 ８，２９１㎡、 

番号８９番は、金成地区の田２筆 ８，０１１㎡、 

番号９０番は、金成地区の田１筆 １，０５９㎡、 

番号９１番は、金成地区の田２筆 ２，０６４㎡、 

番号９２番は、金成地区の田３筆 ２，５７４㎡、 

番号９３番は、金成地区の田２筆 ２，５３４㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定であ

る旨の７案件、 

番号９４番は、金成地区の田２筆 １，８０４㎡、 

番号９５番は、金成地区の田２筆 ２，６８２㎡、 

番号９６番は、金成地区の田３筆 ３，４２３㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定であ

る旨の３案件、 

番号９７番は、金成地区の田１０筆 ４，９１３㎡、農地中間管理事業による新規の賃

貸借権設定である旨の１案件、 

番号９８番は、志波姫地区の田１筆 ４４０㎡、所有権移転売買である旨の１案件、 

番号９９番は、志波姫地区の田１筆 １，１９３㎡、 

番号１００番は、志波姫地区の田１筆 ５，９３６㎡、 

番号１０１番は、志波姫地区の田３１筆 ４６，３２８㎡、 

番号１０２番は、志波姫地区の田２筆 ４，３４３㎡、 

番号１０３番は、志波姫地区の田２筆 ４，３１９㎡、 

番号１０４番は、志波姫地区の田５筆 ４，５３９㎡、 

番号１０５番は、志波姫地区の田８筆 ２０，８８４㎡、 

番号１０６番は、志波姫地区の田５筆 ４，６１３㎡、 

番号１０７番は、志波姫地区の田５筆 ２，５８１㎡、 

番号１０８番は、志波姫地区の田１１筆 １２，２３０㎡、 

番号１０９番は、志波姫地区の田７筆 ７，１５２㎡、 

番号１１０番は、志波姫地区の田４筆 ７，４９６㎡、 

番号１１１番は、志波姫地区の田２筆 ３，０３０㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定

である旨の１３案件、 

番号１１２番は、志波姫地区の田３筆 ７６６㎡、 

番号１１３番は、志波姫地区の田４筆 １２，１４４㎡、 

番号１１４番は、志波姫地区の田１筆 ３，６３６㎡、 

番号１１５番は、志波姫地区の田２筆 ３，９３３㎡、 

番号１１６番は、志波姫地区の田５筆 １１，０９２㎡、 

番号１１７番は、志波姫地区の田４筆 ８，８３１㎡、 

番号１１８番は、志波姫地区の田３筆 ９，０１６㎡、 

番号１１９番は、志波姫地区の田２筆 ３，１７０㎡、 

番号１２０番は、志波姫地区の田１筆 １，０４３㎡、 
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番号１２１番は、志波姫地区の田１筆 １，６２１㎡、 

番号１２２番は、志波姫地区の田２筆 ４，２１４㎡、 

番号１２３番は、志波姫地区の田２筆 ３，５１９㎡、 

番号１２４番は、志波姫地区の田３筆 ５，２４６㎡、 

番号１２５番は、志波姫地区の田３筆 ４，１８１㎡、 

番号１２６番は、志波姫地区の田３筆 ５，１０７㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定

である旨の１５案件、 

以上、５６案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号１２７番から１５９番までの３３案件、番号１６１番から１６８番

までの８案件、番号１７０番から１８７番までの１８案件、併せて５９案件を審議しま

す。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号１２７番は、栗駒地区の田４筆 ３，３３１㎡、 

番号１２８番は、栗駒地区の田３筆 ２，５９６㎡、畑１筆 １６９㎡、合計 ２，７

６５㎡、いずれも、所有権移転売買である旨の２案件、 

番号１２９番は、栗駒地区の田１筆 ２１６㎡、 

番号１３０番は、栗駒地区の田１筆 ８１１㎡、 

番号１３１番は、栗駒地区の田５筆 ７，２２７㎡、 

番号１３２番は、栗駒地区の田７筆 ２１，４６２㎡、 

番号１３３番は、栗駒地区の田３筆 ５，５５４㎡、 

番号１３４番は、栗駒地区の田１筆 １，１５６㎡、 

番号１３５番は、栗駒地区の田７筆 ２６，５７５㎡、 

番号１３６番は、栗駒地区の田２筆 １，９１３㎡、 

番号１３７番は、栗駒地区の田２筆 １，４２１㎡、 

番号１３８番は、栗駒地区の田１筆 ２，１０８㎡、 

番号１３９番は、栗駒地区の田１筆 ２，３９１㎡、 
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番号１４０番は、栗駒地区の田１筆 ４９９㎡、 

番号１４１番は、栗駒地区の田１筆 ６３３㎡、 

番号１４２番は、栗駒地区の田１筆 ７１６㎡、 

番号１４３番は、栗駒地区の田３筆 ３，３７７㎡、 

番号１４４番は、栗駒地区の田５筆 ６，６６９㎡、 

番号１４５番は、栗駒地区の田１３筆 １３，８８５㎡、 

番号１４６番は、栗駒地区の田２筆 ２，２９８㎡、 

番号１４７番は、栗駒地区の田１筆 ７６５㎡、 

番号１４８番は、栗駒地区の田１筆 ３６２㎡、 

番号１４９番は、栗駒地区の田１筆 ８６７㎡、 

番号１５０番は、栗駒地区の田１筆 ３７４㎡、 

番号１５１番は、栗駒地区の田４筆 ９，１７２㎡、 

番号１５２番は、栗駒地区の田１筆 ４，０１９㎡、 

番号１５３番は、栗駒地区の田１筆 ２，０１５㎡、 

番号１５４番は、栗駒地区の田１筆 ８，３６９㎡、 

番号１５５番は、栗駒地区の田１筆 ３，０３８㎡、 

番号１５６番は、栗駒地区の田１筆 ２，１０２㎡、 

番号１５７番は、栗駒地区の田１筆 １，８２０㎡、 

番号１５８番は、栗駒地区の田１筆 １，８５０㎡、 

番号１５９番は、栗駒地区の田１筆 ２，９５４㎡、 

番号１６１番は、栗駒地区の田５筆 ７，７２５㎡、 

番号１６２番は、栗駒地区の田３筆 ９，１６０㎡、 

番号１６３番は、栗駒地区の田１筆 ３７２㎡、 

番号１６４番は、栗駒地区の田１筆 ４，０９０㎡、 

番号１６５番は、栗駒地区の田６筆 ２９，３０８㎡、 

番号１６６番は、栗駒地区の田１筆 ２，２８０㎡、いずれも、新規の賃貸借権設定で

ある旨の３７案件、 

番号１６７番は、栗駒地区の田７筆 ７，７５０㎡、 

番号１６８番は、栗駒地区の田１０筆 １６，８０３㎡、いずれも、新規及び更新の賃

貸借権設定である旨の２案件、 

番号１７０番は、栗駒地区の田２０筆 ３１，６２２㎡、 

番号１７１番は、栗駒地区の田３筆 ３，０３７㎡、 

番号１７２番は、栗駒地区の田１２筆 ３１，７４９㎡、 

番号１７３番は、栗駒地区の田４筆 ７，３４１㎡、 

番号１７４番は、栗駒地区の田５筆 ８，８１３㎡、 

番号１７５番は、栗駒地区の田１５筆 １４，３６８㎡、 

番号１７６番は、栗駒地区の田１２筆 ２６，９７０㎡、 
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番号１７７番は、栗駒地区の田２１筆 ２２，２５６㎡、 

番号１７８番は、栗駒地区の田４筆 １，４９７㎡、 

番号１７９番は、栗駒地区の田３筆 ５，８０６㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定で

ある旨の１０案件、 

番号１８０番は、栗駒地区の田５筆 １２，６１１㎡、 

番号１８１番は、栗駒地区の田１筆 １，２５８㎡、 

番号１８２番は、栗駒地区の田５筆 ３，４１７㎡、いずれも、農地中間管理事業によ

る新規の賃貸借権設定である旨の３案件、 

番号１８３番は、鶯沢地区の田２０筆 ２１，３６３㎡、所有権移転売買である旨の１

案件、 

番号１８４番は、鶯沢地区の田４筆 ２，２１５㎡、 

番号１８５番は、鶯沢地区の田８筆 １４，２０５㎡、いずれも、更新の賃貸借権設定

である旨の２案件、 

番号１８６番は、鶯沢地区の田１筆 １，３２３㎡、新規の使用貸借権設定である旨の

１案件、 

番号１８７番は、鶯沢地区の田４筆 ４，８１０㎡、農地中間管理事業による新規の賃

貸借権設定である旨の１案件、 

以上、５９案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から５番までの５案

件、番号９番から７３番までの６５案件、番号７５番の１案件、番号７７番から８２番ま

での６案件、番号８５番の１案件、番号８７番から１５９番までの７３案件、番号１６１

番から１６８番までの８案件、番号１７０番から１８７番までの１８案件、併せて１７７

案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 
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よって、日程第１１、議案第４号 農用地利用集積計画についての、番号１番から５番

までの５案件、番号９番から７３番までの６５案件、番号７５番の１案件、番号７７番か

ら８２番までの６案件、番号８５番の１案件、番号８７番から１５９番までの７３案件、

番号１６１番から１６８番までの８案件、番号１７０番から１８７番までの１８案件、併

せて１７７案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

議長（会長） 

日程第１２、議案第５号 農用地利用配分計画について、を議題といたします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、委員の議事参与の制限に該当する案

件がありますので、先に審議を行います。 

初めに、第３区の番号４番及び５番の２案件を審議します。 

議席番号１７番 岩渕 弘 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退席願いま

す。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時０９分）（１７番 岩渕 弘 委員 退席） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時０９分） 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

初めに、配分計画の利用権を設定する者は、全て農地中間管理機構となります。 

第３区の番号４番は、農用地利用集積計画の番号１８２番関連案件で、栗駒地区の田１

５筆 ３，４１７㎡、 

番号５番は、同計画の番号１８７番関連案件で、栗駒地区の田４筆 ４，８１０㎡、い

ずれも、農地中間管理事業による新規の賃貸借権設定である旨の２案件を説明。 

 

議長 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 
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それでは、議案第５号 農用地利用配分計画についての、番号４番及び５番の２案件

は、原案を可とすることにご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１２、議案第５号 農用地利用配分計画についての、番号４番及び５番

の２案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知します。  

 

議長 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による、議事参与の制限を解き、議席番号１

７番 岩渕 弘 委員の入場を許可します。 

 

議長 

暫時休憩します。（午後 ３時１１分） 

 

議長 

会議を再開します。（午後 ３時１１分） 

次に、第２区の番号１番の１案件を審議します。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号１番は、農用地利用集積計画の番号９７番関連案件で、金成地区の田１０

筆 ４，９１３㎡、農地中間管理事業による新規の賃貸借権設定である旨の、１案件を説

明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号２番及び３番の２案件を審議します。 
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 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

事務局 

 第３区の番号２番は、農用地利用集積計画の番号１８０番関連案件で、栗駒地区の田５

筆 １２，６１１㎡、 

番号３番は、同計画の番号１８１番関連案件で、栗駒地区の田１筆 １，２５８㎡、い

ずれも、農地中間管理事業による新規の賃貸借権設定である旨の２案件を説明。 

 

議長（会長） 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第５号、農用地利用配分計画についての、番号１番から３番までの３案

件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

   ―「異議なし」― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１２、議案第５号 農用地利用配分計画についての、番号１番から３番

までの３案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

 

議長 

 日程第１３、議案第６号 非農地証明願について、を議題とします。 

初めに、第１区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の畑１筆 ４１１㎡、願出地は、先代である父が昭和５

９年ごろに居宅を建築し、さらに物置を設置して現在に至っているものであり、宅地への

地目変更を願い出た旨の１案件、 

番号２番は、瀬峰地区の田１筆 １０６㎡、願出地は、平成１０年ごろに地域のごみ集
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積場として利用したい旨の要望に応じ、ごみ集積場として利用し、現在に至っているもの

であり、雑種地への地目変更を願い出た旨の１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、鈴木 孝夫 推進委員から報告願います。 

 

鈴木 孝夫 推進委員 

 議案第６号 非農地証明願について、去る３月１９日に現地を確認してきました。 

番号１番の案件の詳細については、事務局から説明があったとおりであり、現地を確認

しますと、現況写真でもわかるように居宅及び物置、駐車場となっており、もう既に３０

年も経過しておりますので、致し方ないものと、 

番号２番も、詳細については事務局から説明があったとおりであり、現地を見ますと、

現地写真でもわかるように、狭い三角地にごみ集積場と駐車場１台分のスペースとなって

おりましたので、特に問題はないものと見てまいりました。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号３番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第２区の番号３番は、若柳地区の田１筆 ９０３㎡、願出地は、先代が平成５年ごろに

隣地の事業所の駐車場として貸し、利用されていたものであるが、隣地の事業所の倒産に

よりそのまま放置状態で、現在に至っているものであり、雑種地への地目変更を願い出た

旨の１案件を説明。 

 

議長 
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 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、小野 大介 推進委員から報告願います。 

 

小野 大介 推進委員 

 非農地証明願について、去る３月２３日に現地確認してまいりました。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、石越境のパチンコ屋の駐車場

として利用されてきたものであり、現在は、倒産し営業はされていないものの、アスファ

ルト舗装の駐車場がそのまま残っていることから、農地への復元は難しいものと見てまい

りました。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号４番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第３区の番号４番は、鶯沢地区の畑１筆 ２２４㎡、願出地は、昭和６０年ごろに先代

が耕作をやめ、その後山林化してしまい、現在に至っているものであり、山林への地目変

更を願い出た旨の１案件を説明。 

 

議長 

 次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、芳賀 博秋 推進委員から報告願います。 

 

芳賀 博秋 推進委員 

 番号４番の非農地証明願について、資料の航空写真や現況写真でもわかるように、竹林

となって、周りの山林と同化している状況でありました。畑も３０年間手をかけないと、

このような状況になるということを再確認し、環境保全の大切さが身にしみてまいりまし

た。このことから、農地への復元は難しいと見てまいりましたので、ご審議の程、よろし

くお願いいたします。 
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議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第６号、非農地証明願についての、番号１番から４番までの４案件は、

原案のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

      

―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１３、議案第６号 非農地証明願についての、番号１番から４番までの

４案件は、原案のとおり、承認することに決しました。 

 

 

議長 

日程第１４、議案第７号 令和２年度栗原市農業委員会事業計画について、を議題とし

審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

農業委員会においては、果敢に農地利用の最適化に取り組み、「農地所有者の意向把

握」と「地域での話し合い」を重点化･明確化しながら、地域活動に積極的に取り組むこ

とを基本方針とし、「①農業委員会の円滑な運営と活動展開」、「②総会の円滑な運営」、

「③農業委員及び農地利用最適化推進委員の地区担当活動の充実」、「④地域農業者、農業

団体との連携強化」、「⑤農地確保･有効利用」、「⑥農業者年金の加入促進」、「⑦情報提供

活動」、「⑧女性農業委員活動」等の事業計画について説明。 

 

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 
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議長 

 はい、１番 三浦 正勝 委員。 

 

１番 三浦 正勝 委員 

 説明の中では、農業委員と農地利用最適化推進委員が連携しながら事業に取り組むとい

うことであるが、文書表現の中には、農業委員が中心にとなっているところもあるので、

農業委員及び農地利用最適化推進委員が連携しと、また、女性農業委員活動等について

も、女性農業委員及び女性農地利用最適化推進委員で農業委員会女性委員会が組織されて

いるので、その辺の文書表現を訂正したらいいのではないかと思います。 

 

議長 

 はい、事務局説明。 

 

事務局 

 今の内容については、お話があったとおり修正することにいたしたいと思いますので、

修正後の内容で審議をお願いします。 

 

議長 

 事務局から修正がありましたので、修正の内容で審議します。 

 質疑ございませんか。 

   

 ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

質疑なしと認めます。 

それでは、議案第７号、令和２年度栗原市農業委員会事業計画について、一部修正し、

原案のとおり決定することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１４、議案第７号、令和２年度栗原市農業委員会事業計画については、

一部修正し、原案のとおり決定いたしました。 
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議長（会長） 

  日程第１５、議案第８号 栗原農業振興地域整備計画の見直しについて、を議題とし

審議します。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 今回の栗原農業振興地域整備計画の見直しについては、現行の計画が平成２１年１２月

に策定され、１０年を経過することから、農業振興地域の整備に関する法律に基づく、見

直しを行うものであり、基本的には、優良農地の保全を図るための農業上の土地利用計画

を定めるものであること。 

 主な見直し内容については、先の連携会議でも説明したとおり、農振農用地とすべき土

地については、集団的に存在する農用地や土地改良事業の区域内にある農地、基盤整備事

業が計画されている農地などを、農振農用地として指定していること。 

 また、多面的機能支払交付金や中山間地域等直接支払交付金などに取り組んでいる交付

対象農地については、農振農用地であることが前提となることから、農振農用地にしてい

ること。 

 今回、農振農用地に指定しないとする農地は、集落に介在する農地、山林内に介在する

小規模な農地や耕作放棄地、採草放牧地や混牧隣地は、現況が山林のままとなっている土

地等について、指定を行わないこととしていること。 

 なお、詳細については、別添の栗原農業振興地域整備計画書（案）のとおりであること

などを説明。 

  

議長（会長） 

議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

それでは、議案第８号 栗原農業振興地域整備計画の見直しについては、問題なしと意

見を附し、栗原市長に通知することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 
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 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１５、議案第８号 栗原農業振興地域整備計画の見直しについては、問

題なしと意見を附し、栗原市長に通知することに決しました。 

 

 

 

 

議長（会長） 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

これで、令和２年 第３回 栗原市農業委員会 総会を閉会いたします。 

ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

 

  ＜ 午後  時  分 閉会 ＞ 
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